
群 馬 県 高 崎 市

社会資本総合整備計画（第４回変更）

住みやすさと地域交流による集客力のあるまちづくり

平 成 30 年 3 月 26 日



平成３０年３月２６日

1 住みやすさと地域交流による集客力のあるまちづくり ○
平成25年度　～　平成31年度　　（7年間） 高崎市

・高崎市の観光入込客数5,386,800人（H25）を6,000,000人（H31）へ増加
・市民アンケート「地域の防災体制が充実した災害に強いまちの印象」を26.1％（H25）から30.0％（H31）へ増加
・市内人口総計375,041（H25）を維持

群馬県観光客数・消費額調査から、高崎市の観光入込客数を計測する。

市民アンケート中の高崎市の印象「地域の防災体制が充実した災害に強いまち」の回答中、「そう思う＋まあそう思う」の数値を測定する。

市内の住民基本台帳人口（外国人登録含む）を計測する。

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 高崎市 直接 高崎市 高次都市施設等　110ha 高崎市 889.4

1-A-2 都市再生 一般 高崎市 直接 高崎市 地域生活基盤等　82ha 高崎市 473.1

1-A-3 都市再生 一般 高崎市 直接･間接 高崎市 道路･街路等　159.5ha 高崎市 213.5

1-A-4 都市再生 一般 高崎市 直接 高崎市 街路･区画整理等 162.6ha 高崎市 740.0

1-A-5 住宅 一般 高崎市 直接･間接 高崎市・組合 市街地再開発　1.5ha 高崎市 1,242.0

1-A-6 都市再生 一般 高崎市 直接 高崎市 高崎市 840.0

1-A-7 住宅 一般 高崎市 直接 高崎市 ホール設計・建築 1.4ha 高崎市 17,576.8

合計 21,974.8

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

1-B-1 道路 一般 高崎市 直接 高崎市 飯塚並榎線改築事業（第二工区） 街路 L=425m 高崎市 117

合計 117

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

1-B-1 1-A-1に関連し、駅周辺へのアクセス道の整備をすることで、集客力の向上を図る。

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

1-C-1 高次都市 一般 高崎市 直接 高崎市 新体育館整備事業 体育館建設 高崎市 4,485.0

1-C-2 事業活用調査 一般 高崎市 直接 高崎市 事業効果分析調査 調査委託 高崎市 2.4

1-C-3 まちづくり活動推進 一般 高崎市 直接 高崎市 まちづくり支援事業 高崎市 0.5
合計 4,487.9

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

1-C-1 1-A-1に関連し、地域交流施設としての機能を発揮することで、都心部を中心とした集客力の向上へ繋がる。

1-C-2 1-A-3に関連し、都市再生整備計画事業による効果を調査研究し、副都心としての機能充実が図られたことの検証と今後の計画への反映を図る。

1-C-3 1-A-3に関連し、住民の主体的なまちづくり活動の活性化を期待し、地域コミュニティの創出とともに、安全で住みやすいまちづくりを推進する。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

全体事業費
（百万円）

高崎問屋町駅西口周辺歩いて安心まちづくりの会支援事業

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容 全体事業費
（百万円）（面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村

名
事業実施期間（年度）

市町村
名

事業実施期間（年度）

費用便益比
（延長・面積等）

事業実施期間（年度）

費用便益比
（事業箇所）

高崎駅東南地区都市再生整備計画事業

倉賀野駅北・高崎操車場跡地周辺地区都市再生整備計画事業 区画整理・公園等　216.4ha　

高崎駅東口地区暮らし・にぎわい再生事業

高崎駅東口栄町地区市街地再開発事業

上中居・高崎操車場跡地周辺都市再生整備計画

問屋町・浜尻町地区都市再生整備計画事業

群馬中央第二周辺地区都市再生整備計画事業

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

交付対象事業

事業者
要素となる事業名 全体事業費

（百万円）

市町村
名

事業実施期間（年度）市町村
名

全体事業費
（百万円）

16.9%

375,041人 375,041人 375,041人

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
26,580

Ａ
21,975

Ｂ
117

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
Ｃ

4,488
Ｄ

0 効果促進事業費の割合

（H25当初） （H27末） （H31末）

5,386,800人/年5,600,000人/年 6,000,000人/年

26.1% 27.0% 30.0%

人口減少社会を迎えた今日においては、特性に応じて自立的に発展する地域社会の実現が求められている。高速交通網の十字軸上にある高崎市は、その広域交通ネットワークの拠点性により物流機能を高めてきたが、交流人口の拡大を図るため、
地域ブランド力である「文化力・市民力・産業力」とともに、災害に強いまちをブランド力として「安全で住み続けたい」まちづくりを目指す。また、交通拠点性を大いに発揮し、地域内外の交流人口を増大させ、高崎の副都心の発展とともに、
集客都市を目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H30

1,550

0

1,550

1,590

2,298

842

0

0

0.0%

※　平成２５年度以降の各年度の決算額を記載。

H31

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 53 0 0

翌年度繰越額
（f）

131 128 91 708 1,590

支払済額
（e）

351 764 1,129 1,838 2,123

前年度からの繰越額
（d）

0 131 128 91 708

交付額
（c=a+b）

482 761 1,092 2,456 3,005

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 8 585 0

配分額
（a）

482 761 1,084 1,871 3,005

H25 H26 H27 H28 H29



市街地整備
計画の名称 　１　　　住みやすさと地域交流による集客力のあるまちづくり

計画の期間 　　　　　平成25年度　～　平成31年度　　（7年間） 交付対象 　　高崎市

凡例
基幹事業

関連社会資本整備事業

効果促進事業

1-A-5 高崎駅東口栄町地区市街地再開発事

1-C-1 新体育館整備事業

1-A-4 上中居・高崎操車場跡地周辺地区都市再生整備計画事業
（A=162.6ha）

1-A-1 高崎駅東南地区都市再生整備計画事業
（A=110ha）

1-A-3 問屋町・浜尻町地区都市再生整備計画事業
（A=159.5ha）

1-A-2 群馬中央第二周辺地区都市再生整備計画事業
（A=82ha）

1-C-2 事業効果分析調査事業

1-C-3 高崎問屋町駅西口周辺歩いて

安心まちづくりの会支援事業

1-A-6 倉賀野駅北・高崎操車場跡地周辺地区都市再生整備計画事業
（A=216.4ha）

1-B-1 飯塚並榎線改築事業（第二工区）
（L=100m）

1-A-7 高崎駅東口地区暮らし・にぎわい再生事業


